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「小型加速器による小型高輝度X線源と
イメージング基盤技術開発」　

（スポーク型超伝導空胴開発に於ける
設計及び非破壊検査）
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H27年度の計画
マルチパクター（MP）解析

EBW治具開発

非破壊検査の設計検討

久保さんが休養中のため、MP解析は昨年度
参加していたエンリコさんに協力要請



エンリコ　チェンニ

Multipactor
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2015.5.14 量子ビーム全体会議＠東北大

IPAC15の発表より MULTIPACTOR SIMULATIONS IN 325MHZ 
SUPERCONDUCTING SPOKE CAVITY FOR 
AN ELECTRON ACCELERATOR
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2015.5.14 量子ビーム全体会議＠東北大

325MHz

433MHz
(R=30mm)

2015.5.11 久保

周波数が325MHzから433MHzに増加
→RF半周期で進める距離（電場を感じる区間）が減少
→同じEaccなら325MHzより衝突エネルギーが小
→より大きなEaccが必要
→MPが発生するEacc領域が右にシフト

(Fig.4)

コーナーのRを２段にすると、マルチパクタのピーク
が下がって幅が広がる（ふたつの山が重なった形）と
の報告がＩＰＡＣであった。（ロマノフさん）
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EBW治具検討
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Trimming Jig 検討開始
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EBW Jig 検討開始
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非破壊検査
周波数変更によりサイズ減
→ビームボア径が減ったので、カメラ挿入が困難。

　再検討中

Ｘ，Ｔマップ

→センサー(大量に実装するチップ抵抗)の絶縁方法の改良
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楕円空胴用のXTmap
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チップ抵抗の絶縁


